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◆学校からのメッセージ

◆学校行事の内容

◆運営に関する計画

◆特色ある教育活動

◆学力向上への取組

◆地域が中心となった特色ある取り組み

◆令和7年度「全国学力・学習状況調査」結果から ◆令和7年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果から

めざす学校像　　「子どもたち一人ひとりが豊かな体験を通して、楽しさや生きがいを感じ、笑顔があふれる学校」
教育目標　　　　「豊かな心をはぐくみ、自らの能力を伸ばすたくましい子どもを育てる」
めざす子ども像　「やさしい子　たくましい子　考える子」
　〇 地道な、健やかな体づくり（「たくましい子」）を基盤として、「豊かな体験」を提供します。「豊かな体験」を豊かな人

間性（「やさしい子」）や確かな学力（「考える子」）へとつなげます。
　〇 教職員が一丸となって力を出し合い、保護者・地域の教育力に支えられながら、知・徳・体のバランスのとれた教育活

動を推進していきます。
　〇 子ども達の頑張りを「認めて、ほめて、励ます」ことを心がけ、自信をもって大きく「はばたく」子ども達を育てます。     

★子どもフェスティバル
　毎年６月、１年生から６年生までの児童がクラスごとにゲームなどのお店を出します。
他学年と交流できるとても楽しいイベントです。
★学習発表会・作品展（隔年）
　学習発表会では劇や合奏・歌、朗読等の発表を、作品展では子どもたちの心を込めた絵
や工作の展示を、隔年で 11 月に実施します。
★運動会
　今年度は 10 月 24 日（土）を予定しています。子どもたちが一生懸命走ったり、演技・
競技をしたりします。応援団の応援合戦も迫力満点です。

【安心・安全な教育の推進】
　○学校が子どもたち一人ひとりにとって、「楽しい」と感じながら自らの能力を伸ばす場となることをめざします。
　○学校生活を通して自己肯定感を高め、将来の目標をもち、人の役に立とうとする子どもの育成をめざします。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】　　
　〇意見交流などの対話的な学びの機会を積極的に取り入れることで、主体的で深い学びをすすめます。
　○運動に親しむ機会を設けたり、食や健康への関心を高めたりすることを通して、自分の健康を考える機会とします。

【学びを支える教育環境の充実】　　
　〇 ICT 機器を積極的に活用するとともに、家庭・地域と連携して子どもたちの読書環境を充実させます。
　　本校のホームページに運営に関する計画の具体的な内容を掲載しています。ぜひご覧ください。

★体力づくりの取組
　６月に「ドッヂビー大会」、 12 月に「なわとび週間」、２月に「かけあし週間」、３月に「シャ
トルラン大会」を設定して体力づくりに取り組んでいます。
★ボランティアさんによる読み聞かせ・学校図書館開放
　毎週火曜日、地域の「読み聞かせ隊」のボランティアさんに読み聞かせを、毎週月曜日には、
保護者ボランティアさんに学校図書館開放を取り組んでいただいています。
★たてわり班活動
　毎週木曜日、１～６年生のたてわり班で、ゲームや発表などを通した異学年交流を行っ
ています。３月の「たてわりグランプリ」は、全校で大いに盛り上がる行事です。
★小中連携あいさつ運動
　年に３回、「あいさつ運動」に取り組んでいます。また、小中連携の一環として、井高野
中学校と連携した小中合同の「ぐっとモーニングキャンペーン」を行います。
★豊かな体験の提供
　遠足以外の校外学習や、ゲストティーチャー招聘授業などの取り組みを全学年で年間複
数回実施し、児童の豊かな人間性の涵養に努めます。

★伝統ある東井高野若鮎太鼓
　地域の人がその絆を深めるために東井高野若鮎太鼓を設立して、31 年目になります。
高学年児童を中心とした若鮎太鼓の子どもたちが地域のお祭りなどで演奏し、そのたび
に、聴く人に大きな感動を与えてきました。東井高野若鮎太鼓は小学校の歴史とともに、
その技と情熱が伝承されてきました。毎週火・木の夜、そして土曜・日曜の昼間、子ど
もたちは真剣な表情で額に汗を光らせながら太鼓の練習に励んでいます。
★芝生が青々とした運動場環境
　本校の校庭には、大阪市の学校でも指折りの広い芝生があります。子どもたちは芝生
が大好きで、休み時間になると寝転んだり、裸足で走り回ったりしています。校庭の芝
生は、地域のみなさんの協力で手入れがされており、毎年 11 月には芝生保全のための
地域のイベント「芝生フェスタ」が盛大に開催されています。

★朝のモジュール学習・読書タイム
　月－算数　　火－国語　　水・金－英語　　読書タイムは週１回以上、始業前の 15
分間、全学年で取り組んでいます。
★プラスノート
　宿題以外に「自分で決めた学習を自分でする」自学自習の学習習慣をつけるため、全
学年で自主学習ノート「プラスノート」に取り組んでいます。

【国語】「情報の扱い方に関する事項」「我が国の
言語文化に関する事項」については、大阪市平均
正答率より約２％高くなっている一方で、「言葉の
特徴や使い方に関する事項」については、大阪市・
全国平均正答率より約１％低くなっています。漢
字学習をはじめとした基礎・基本の充実と、読書
を通して自分の考えを広げる活動を推進していき
ます。

【算数】「測定」「変化と関係」「データの活用」に
ついては、大阪市・全国平均正答率より約４％高
くなっている一方で、「図形」については、大阪市・
全国平均より約５％低くなっています。個に応じ
た手立てや支援を行うことで、「わかる」を実感
できる機会を学習場面で多くもつことができるよ
うにします。

【理科】全領域で大阪市平均正答率より高く、理　
科の学習への興味・関心の高さがうかがえます。
今後も、子どもの実態に応じて、専科制を継続
するなど、「わかる」「たのしい」を実感できる授
業づくりをすすめていきます。

・体力合計点は男子、女子ともに全国・大阪市の合計点を上回っています。女
子においては、全国平均を３ポイント程度上回っており、日々の体育学習を
はじめとした取り組みの成果が表れています。

・「運動やスポーツをすることは好きですか」の問いに、男子で 100％、女子
で 92％の児童が肯定的に答えており、体を動かすことへの意欲が高いです。

・「かけ足週間」や「20m シャトルラン大会」などを毎年設定し、体力・運動
能力の向上を図ります。

・男子の持久的な運動に課題がみたれるので、「マラソンカード」などを配布
し活用することで、児童の意欲を喚起するなどし、主体的に運動する習慣を
身につけることができるようにします。

・女子の柔軟牲に課題がみられるので、体育の授業をはじめ、さまざまな機会
で運動前と運動後に柔軟運動を取り入れるなどし、柔軟性を高めていきます。

・集会活動や休み時間などの、体育以外の時間を活用し、遊びを中心に体を楽
しく動かす経験をたくさん積めるようにします。また、体力づくりの土台と
なる「早寝、早起き、朝ご飯」の大切さもしっかりと伝えていきます。
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男子 15.40 15.90 33.20 41.90 44.80 9.51 151.70 21.70 53.21

女子 16.90 18.50 36.90 41.30 39.10 9.45 145.30 15.50 56.39
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学校 65 60 58
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【P.20 に全国・大阪市平均を掲載。】【P.20 に全国・大阪市平均を掲載。】

東井高野東井高野  小学校小学校

平均正答率 (%)

※東井高野小学校は適正配置対象校となっておりますが、ただちに具体化するものではありませ
ん。詳しくは、東淀川区役所ホームページ「東淀川区における学校配置の適正化の取り組み」
でご確認ください。
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